
 
                  
 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

最優秀賞 笹谷くん 

Ｈ２9・３・１７ 

石川県立七尾高等学校 

ＳＳＨ推進室 

平成２８年度 第 1７号 

３月１３日（月）に、本校視聴覚室で理数科スピーチコンテストの本選が行われました。

このコンテストは、自分の興味のある事柄について、１年生は調べた成果を、２年生は仮説

を立てて実験を行った結果を、それぞれパワーポイントのスライドにまとめ、英語でスピー

チをするものです。本校の ALT の先生はもちろん、近隣校の ALT の先生からも指導を受け、

時間をかけて作り上げてきました。２月２４日（金）には予選が行われ、その中から選ばれ

た代表１２名が決勝に挑みました。最優秀賞には２６Ｈの笹谷くん、優秀賞に２６Ｈの古木

くん、１６Ｈの河崎さんが選ばれました。いずれもよく準備された素晴らしいスピーチでし

た。3 月 16 日（木）には校内イングリッシュスピーチフェスティバルが行われ、笹谷くん

が２６Ｈ代表と、河崎さんが１６Ｈ代表で発表しました。 

３月１０日（金）、本校視聴覚室にて、「人間環境」の英語ディベートの決勝が行われました。

今回のテーマは「Japan should legalize active euthanasia（日本は積極的安楽死を法制化す

べきである）」です。このテーマに従って決勝に進んだのは否定側（船山・蒔田・松井・松本は・

松本なチーム）、肯定側（宮本・盛本・山岸・山田・山本チーム）の２チームです。１年生全員が

試合を観戦し、観戦者全員の投票により勝敗を決めました。結果は８９票対１３２票で否定側の

勝利となりました。 

１月２２日(日)と２月２６日（日）に、いしかわこども

交流センター七尾館で、小学生を対象に「スーパーサイエ

ンス教室」が行われました。 

１月は『煮干しの解剖』で、身近な食べ物の「煮干し」

を解剖し、魚のからだのつくりを学びました。小学生の児

童たちはＳＳＣの生徒に手伝ってもらいながら、「煮干し

のからだのつくり」標本を完成させました。 

2 月は『一刀切りでいろいろな形を切ろう』を行いまし

た。一刀切りというのは、紙を何度か折り、ハサミで一回

だけまっすぐに切ることで様々な図形を作るものです。小

学生と高校生が一緒に競い合って、それぞれの形を一刀切

りしました。高校生よりも速く形を作れる小学生もいたり

して、大変盛り上がりました。最後には、一刀切りでネコ

を作り、それぞれネコに顔を描いたりして楽しみました。 

クラス Name Theme

1 16 進藤あずみ 『Why Can Humans Dance on Ice?　フィギュアスケートはなぜできるのか』

2 16 山岸　千夏 『Ultra Violet Rays　日焼けの原因と予防』
3 16 富田　大貴 『Environmental Problems　環境問題』
4 16 田淵　智基 『Vegetables　野菜のチカラ』
5 16 河崎　紀子 『The Strongest Animal　最強動物』
6 16 入口　崇紀 『Computer Analyzing of Natural Languages　自然言語のコンピューター分析』

1 26 笹谷　簾 『The Effect of Temperature on Kaye Effrct　流体の温度がケイ効果に与える影響について』 

2 26 長岡　春花 『Boiling Salin Water　塩水の蒸発』
3 26 春成　幹基 『Erosion of Water　水による浸食』
4 26 古木　智大 『Colored Soda　カラーサイダー』
5 26 渡辺　彩香 『The Best Method for Removing Oil from Water　水に流れ込んだ油を取り除く方法』
6 26 石田　結香 『How to Keep Ice　氷を維持する方法』

審査員の方々 

司会 １６H 大窪さんと藤山くん 

古木くん、笹谷くん、河崎さん

２６H 笹谷  廉 

２６H 古木 智大 

１６H 河崎 紀子 

優秀賞の古木くんと河崎さん 


